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国
立
科
学
博
物
館

研
究
主
幹

重
田

康
成

昭
和
天
皇
記
念
館
の
中
に
は
化
石
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
と
い
っ
て
も
展
示
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
の
主
役
は
、
展
示
室
の
壁
で
す
。
こ
こ
に
は
、

南
ド
イ
ツ
産
の
「
ジ
ュ
ラ
・
イ
エ
ロ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
石
灰
岩
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
名
前
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
石
材
は
陸
上
で
は
恐
竜
、
海
中
で
は
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
が
栄
え
た
ジ
ュ
ラ
紀
の
地
層
（
約
一
億
五
千
万
年
前
）
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
石
灰
岩
は
熱
帯
の
浅
い
海
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
、
ベ
レ

ム
ナ
イ
ト（
イ
カ
の
仲
間
）
、
カ
イ
メ
ン
な
ど
の
化
石
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
物
学
の
研
究
者
で
も
あ
ら
れ
た
昭
和
天
皇
に
ふ
さ
わ
し
い
設
計
の
記
念
館
で
す
。

カ
イ
メ
ン
の
復
元
図
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●
昭
和
天
皇
記
念
館
メ
モ

☆
入
館
料

一
般
五
百
円

三
百
五
十
円

、
大
学
生

・
高
校
生
三
百
円
（
二
百

十
円

、
中
学
生
・
小
学
生

百
円

七
十
円

、
幼
児
は

無
料
。

内
は

人
以

上
の
団
体
料
金
。
心
身
障

害
者
と
そ
の
介
護
者
１
人

は
無
料
（
障
害
者
手
帳
等

を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
）

☆
開
館
時
間

９
時
半
〜

時
半
（
３
月
か
ら

月
末

は
９
時
半
〜

時

、
入

館
は
閉
館
の

分
前
ま
で

☆
休
館
日

月
曜
（
月
曜
が

休
日
の
場
合
は
直
後
の
平

日
。
１
月
７
日
は
臨
時
開

館

。
年
末
年
始
（

月

日
・
元
日

、
２
月
第

４
月
曜
日
と
そ
の
翌
日

☆
ア
ク
セ
ス

東
京
の
新
宿

駅
よ
り
Ｊ
Ｒ
中
央
線
で
立

川
駅
ま
で
特
快
で
約

分
、
北
口
か
ら
あ
け
ぼ
の

口
を
通
っ
て
徒
歩

分
。

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の

立
川
北
駅
か
ら
は
徒
歩

分
。
バ
ス
は
「
１
番
」
乗

り
場
か
ら
乗
車
、
全
て
の

便
が
三
つ
目
の
「
立
川
警

察
署
」
で
停
車
し
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
下
車
、
徒
歩

約
２
分
。
車
の
場
合
は
中

央
自
動
車
道
の
国
立
府
中

Ｉ
Ｃ
か
、
八
王
子
Ｉ
Ｃ
で

下
り
、
甲
州
街
道
（
国
道

号
線
）
、
立
川
通
り
、

緑
川
通
り
を
走
っ
て
右
折

す
れ
ば
国
営
昭
和
記
念
公

園
。
駐
車
場
あ
り
（
左
の

公
園
メ
モ
参
照
）

☆
☎

０
４
２
・
５
４
０
・

０
４
２
９

◆
国
営
昭
和
記
念
公
園
メ
モ

☆
入
園
料

大
人
（

歳
以

上
）
四
百
円
、
小
中
学
生

（
６
〜

歳
）
八
十
円

☆
開
園
時
間

昭
和
天
皇
記

念
館
と
同
じ

☆
休
園
日

月

日
・
元

日

２
月
第
４
月
曜
日
と

そ
の
翌
日

☆
ア
ク
セ
ス

入
口
は
立
川

口
、
西
立
川
口
、
昭
島
口
、

玉
川
上
水
口
、
砂
川
口
の

５
カ
所
。
立
川
口
に
は
「
み

ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン
」
の

み
ど
り
橋
を
渡
れ
ば
徒
歩

約
２
分

☆
駐
車
料
金

１
回
、
普
通

車
八
百
二
十
円
。
駐
車
場

は
立
川
口
、
西
立
川
口
、

砂
川
口
の
３
カ
所

☆
☎

０
４
２
・
５
２
８
・

１
７
５
１

ベ
レ
ム
ナ
イ
ト
の
復
元
図

（
図
・
北
村
雄
一
）

ま
ず
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
を

探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ク
リ

ー
ム
色
の
壁
の
中
に
、
茶
色

の
細
い
線
で
描
か
れ
た
螺ら

旋せ
ん

状
の
模
様
が
あ
り
ま
す
（
写

真
①

。
こ
れ
が
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
で
す
。
正
確
に
は
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
の
殻
を
縦
に
半
分

に
切
っ
た
断
面
で
す
。
よ
く

見
る
と
、
内
部
は
仕
切
り
に

よ
っ
て
多
く
の
小
部
屋
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

最
後
の
半
巻
き
か
ら
一
巻
き

く
ら
い
は
仕
切
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
実
は
、
こ
の
最
後
の

部
分
に
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
軟

体
部
が
入
っ
て
い
て
、
内
側

の
小
部
屋
に
は
ガ
ス
が
入
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
小
部
屋
は
浮
袋
と
し
て

働
き
、
呼
吸
の
た
め
に
吸
い

込
ん
だ
水
を
噴
射
し
て
、
海

の
中
を
自
由
に
泳
い
で
い
た

の
で
し
ょ
う
。

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
一
見
す

る
と
カ
タ
ツ
ム
リ
な
ど
巻
貝

の
殻
に
似
て
い
ま
す
が
、
分

類
学
的
に
は
イ
カ
や
タ
コ
に

近
い
仲
間
（
頭
足
類
）で
す
。

今
か
ら
四
億
年
ほ
ど
前
（
古

生
代
中
頃
）
に
、
現
在
の
イ

カ
と
共
通
の
祖
先
か
ら
分
化

し
ま
し
た
。
古
生
代
後
半
か

ら
中
生
代
全
般
に
わ
た
り
世

界
中
の
海
で
繁
栄
し
、
中
生

代
の
終
わ
り
（
六
千
五
百
万

年
前
）
に
絶
滅
す
る
ま
で
に

一
万
以
上
の
種
に
わ
か
れ
ま

し
た
。
ま
だ
確
実
に
軟
体
部

と
い
え
る
化
石
は
見
つ
か
っ

て
い
な
い
た
め
、
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
の
体
の
つ
く
り
や
生
態

に
つ
い
て
は
多
く
の
な
ぞ
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
螺
旋
状
の
模
様

を
手
が
か
り
に
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
を
探
し
て
き
ま
し
た
が
、

実
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
殻
は

切
り
方
に
よ
っ
て
断
面
の
見

え
方
が
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
縦
に
半
分
に
切
っ
た
断

面
は
螺
旋
状
で
す
が
、
横
に

切
る
と
、
円
や
楕
円
を
積
み

重
ね
た
よ
う
な
形
（
写
真
②
）

に
な
り
ま
す
。
螺
旋
状
の
も

の
だ
け
が
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
で

は
な
い
の
で
す
。
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
の
殻
を
ど
の
方
向
に
切

る
と
断
面
の
形
が
ど
の
よ
う

に
な
る
か
を
考
え
な
が
ら
展

示
室
の
壁
を
み
る
と
、
壁
に

は
非
常
に
多
く
の
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
す
。

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
を
探
し
て

壁
を
見
て
い
る
と
、
部
分
的

に
濃
い
茶
色
や
灰
色
を
し
た

細
長
い
棒
状
の
化
石
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
写

真
③

。
こ
れ
は
ベ
レ
ム
ナ

イ
ト
と
呼
ば
れ
る
絶
滅
し
た

イ
カ
の
仲
間
の
殻
の
化
石

（
縦
断
面
）
で
す
。
現
在
の

イ
カ
の
中
に
も
、
体
内
に
殻

（
イ
カ
の
甲
な
ど
）
を
持
つ

も
の
が
い
ま
す
が
、
ベ
レ
ム

ナ
イ
ト
も
体
内
に
円
錐
形
の

殻
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
実

は
イ
カ
の
先
祖
も
初
め
は
体

外
に
殻
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
今
か
ら
四
億
年
ほ
ど
前

に
、
体
の
一
部
が
殻
を
包
み

込
む
よ
う
に
な
り
、
殻
を
体

内
に
持
つ
も
の
が
出
現
し
ま

し
た
。
体
内
に
取
り
込
ま
れ

た
殻
は
そ
の
後
退
化
し
、
現

在
の
ス
ル
メ
イ
カ
で
は
完
全

に
無
く
な
り
ま
し
た
。

壁
の
中
に
は
、
茶
色
の
や

や
太
め
の
線
で
描
か

れ
た
Ⅴ
字
形
、
円
形
、
不
規

則
な
形
の
模
様
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
近
づ
い
て
茶
色

の
部
分
を
よ
く
見
る
と
、
細

か
い
網
目
状
の
模
様
が
見
え

ま
す
。
こ
れ
は
カ
イ
メ
ン
の

化
石
で
す
。
カ
イ
メ
ン
の
形

は
、
つ
ぼ
状
、
カ
ッ
プ
状
、

塊
状
、
円
筒
状
な
ど
様
々
で

す
が
、
基
本
型
は
中
空
の
つ

ぼ
状
で
す
。
壁
の
中
で
、
輪

状
に
み
え
る
も
の
は
、
つ
ぼ

状
や
カ
ッ
プ
状
の
も
の
を
輪

切
り
に
し
た
横
断
面
（
写
真

④
）
で
す
。

Ⅴ
字
形
に
見

え

る

も

の

は
、
カ
ッ
プ

状
の
も
の
を

縦
に
切
っ
た

断

面

で

す

（
写
真
⑤

。

今
度
は
、

ア
ン
モ
ナ
イ

ト
や
カ
イ
メ

ン
を
取
り
巻

く
回
り
の
石

に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ

う
。
目
を
こ
ら
し
て
見
る
と
、

幅
が
１
㍉
㍍
に
も
満
た
な
い

白
い
細
長
い
管
状
や
粒
状
の

模
様
が
一
面
に
見
ら
れ
ま
す

（
写
真
⑥
の
円
内
な
ど

。

こ
れ
は
ゴ
カ
イ
な
ど
の
小
さ

な
生
物
が
泥
の
中
に
潜
っ
た

り
這
っ
た
り
し
て
で
き
た
痕

で
す
。
生
痕
化
石
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
石
灰
岩
は

熱
帯
の
浅
い
海
で
形
成
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
時
の
海
底
の

泥
の
中
に
は
化
石
に
は
残
ら

な
い
小
さ
な
生
き
物
が
た
く

さ
ん
住
ん
で
い
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
ま
す
。

以
上
が
展
示
室
の
壁
に
み

ら
れ
る
主
な
化
石
で
す
が
、

こ
れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な

化
石
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
当
時
の
陸
上
に
は
恐
竜

が
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
骨
が
流
さ
れ
海
に
沈
ん
で

化
石
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
海
の
中
に
は

魚
、
エ
ビ
、
カ
ニ
、
貝
も
住

ん
で
い
た
は
ず
で
す
。
こ
れ

ら
も
化
石
に
な
る
可
能
性
は

十
分
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

展
示
室
の
壁
は
、
一
億
五

千
万
年
前
の
海
底
の
様
子
を

生
々
し
く
語
っ
て
く
れ
ま

す
。
ま
さ
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
で
す
。
同
じ
よ
う
な
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
は
最
近
、
街
の

あ
ち
こ
ち
の
ビ
ル
の
壁
や
床

で
み
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
立
ち
止

ま
っ
て
、
化
石
を
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

で
も
、
そ
の
前
に
、
昭
和

天
皇
記
念
館
の
壁
で
化
石
探

し
の
目
を
鍛
え
て
お
く
の
も

よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


